
  
平成２７年１月２４日（土）に、近畿各地の小・中学生約170人、一般参加者や関係者も含めると総勢約

450人が京都に集まり、身近な水辺での活動などを発表しました。 

今回の交流会は、水辺活動団体等のベテランスタッフと小学生の頃から水辺活動に携わってきた大学生を

中心とした若手スタッフが協力して企画し、当日は若手スタッフ主体で運営をしました。 

参加した子ども達は、近畿各地から集まった水辺の仲間たちと文化、環境、防災の面から水辺のむかし、

いま、これからについて話し合い、若手スタッフのお兄さん、お姉さん達からたくさん学び、楽しく有意義

な１日を過ごしました。 
 

交流会の概要･･･近畿「子どもの水辺」交流会は、次世代を担う子どもたちや地域住民のみなさま方に

「水辺」への関心・愛着を高めていただき、子どもたちの水辺活動の継続・広がりを図るとともに、
上下流・府県間の交流など水辺に関わる方々の交流を深めるため、様々な視点から水辺との関わり

や活動について発信していただく機会として、平成１９年度から毎年開催しています。 

 
主催／近畿「子どもの水辺」交流会実行委員会 

（近畿府県の水辺活動団体等、近畿の学生、近畿地方整備局、近畿各府県等、河川財団、近畿建設協会） 
 

後援／近畿農政局、近畿地方環境事務所、近畿各府県教育委員会、近畿各政令市、近畿各政令市教育委員会、 

琵琶湖･淀川流域圏再生推進協議会、琵琶湖･淀川流域圏連携交流会、KBS京都、京都新聞、NHK京都放送局、 

京都府砂防・治水・防災協会 
                

○(公財)河川財団(河川整備基金)、(一社)近畿建設協会、 

京都府砂防・治水・防災協会から助成を受けています。      

平平成 22６年度 

 

第８回 「 流会第８回近畿「子どもの水辺」交流会

開催結果報告

歴史都市京都で考えよう
～水辺のむかし、いま、これから～～水辺のむかし、いま、これから～



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

平成２７年１月２４日（土） 

10:00～16:00 

京都テルサ（京都府民総合交流プラザ） 
（京都市南区東九条下殿田町７０番地） 

日 時 

 

場 所 

 

 

   

 
 

内 容 

●：発表 2９団体 ／ ○：展示９団体 

 

●自然と文化の森協会･猪名川キッズ 

クラブ 

●三田市立武庫小学校 

●玉一アクアリウム（玉津第一小学校） 

●三浦 悠里 

●れいんぼぅ☆キッズ 

○神戸市立菅の台小学校 

○神戸市立高丸小学校５年生 

○神戸市立垂水小学校 

○神戸市立名谷小学校 

○フクレンジャー 

 

兵 庫 県 

 

●石川こども自然隊 

●かわっぱクラブ 

（永寿小学校ふれあいルーム） 

●川とあそぼう♪大和川クラブ 

 

大 阪 府 

 

○大和川「絵・ポスター・作文・写真」 

コンクール入賞作品（国土交通省） 

○タイの子どもたちの作品（海外） 

その他の参加 
 

●橿原市立畝傍中学校 科学部 

●学校法人奈良学園 奈良学園中学

校 科学部生物班 

奈 良 県 

 

●NPO 法人 子どもと川とまちの 

フォーラム 

●西京極児童館自然探検隊 2004 

●木津川川ガキ団（木津川河川レン

ジャー・やましろ里山の会） 

●京都市立静原小学校 静原川 SOS

●宇治市立広野中学校 科学部 

●木津川管内河川レンジャー・やま

しろ里山の会「ミニ親子川の学校」

●鴨川探険隊 西山 和治郎 

●神谷 知宏 

●京都市立境谷小学校 5 年 

●うずらの里児童館 

●こども海ごみ探偵団 

○綾部市立東陵小学校 

京 都 府 

 

●ＮＰＯ法人 蒲生野考現倶楽部 

●高島市立マキノ東小学校 

●ホタルの学校 

●TANAKAMI こども環境クラブ  

●水のかけ橋エコクラブ 

●いきものみっけ寺子屋 

●エコアイディアキッズびわ湖 

（アイキッズ） 

●草津市立渋川小学校 

滋 賀 県 

 

○和歌山県絵画コンクール優秀作品 

和歌山県 

 

第８回 近畿「子どもの水辺」交流会 

概 要 

【第１部】開会式、開会宣言：参加者紹介、寸劇（水辺の「むかし」を知ろう）、 
 進行説明
【第２部】グループ別発表会：６グループに分かれて参加者による水辺活動発表
　　　　　　　　　　　　　　　（水辺に関するみんなの「いま」の水辺活動につい
　　　　　　　　　　　　　　　て話し合おう）
【第３部】グループ別交流会：６グループに分かれて「これから」の水辺について 
 意見交換、川の絵作成
【第４部】全体交流会・閉会式：参加者全員が集まり、｢これから｣の水辺について意 
 見交換、３川合流川の絵作成
　　　　●体験交流プログラム：｢水｣「水辺」に関する体験や展示など



    
 
 
 
 
●● ようこそ京都へ！みんなで開会宣言を！  

近畿各地から参加した２９の学校や団体が、京都に集まりました。実行委員会会長の山村武正さん（や

ましろ里山の会）と子ども達が一緒になって開会宣言を読み上げ、第８回近畿「子どもの水辺」交流会

がスタートしました。 

● 近畿各地から集まった水辺のなかまを紹介 
 

司会の川村お兄さん（川村優太さん）が、参加した２９の学校や団体を、参加者全員の前で、みんな

に紹介しました。活動内容の紹介とあわせて、スクリーンに「活動している水辺」と「仲間」の写真が

映しだされ、日頃のようすが伝わってきました。これから交流する近畿各地の知らない地域から参加し

てくれた「水辺」の仲間の紹介を、みんな緊張しながらも興味深く聞いていました。 

 

● 寸劇（水辺の「むかし」を知ろう） 
実行委員による水辺の「むかし」に関する寸劇が行われました。オオサンショウウオさんとお兄さん、

お姉さんのやりとりを、楽しく鑑賞しながら、水辺の移り変わりについて考えました。 

● 交流会の流れについて説明を聞きました 
 第５部のファシリテーターを務める若手スタッフリーダーである

北野大輔さんから、進行説明がありました。

 その後、今日１日一緒に過ごすお兄さん、お姉さんの案内で各

グループ別発表会の会場に向かいました。 

 

第１部 

開会式・参加者紹介・寸劇
水辺の「むかし」

 

山村会長 開会宣言

これからの水辺を
考えるぞ－！昔の京都へタイムスリップオオサンショウウオ登場

子どもたちに配布した名札

みんなで読み上げる



   ６つのグループに分かれて、グループ別発表会を行いました。まず、各グループで仲良く

なってもらうためにアイスブレイク（ミニゲーム）を行いました。そして、緊張がほぐれたと

ころで各コーディネーターの進行で、それぞれ工夫してまとめたポスターを使って、日頃の水辺 

 

 

  での「いいま」の活動を発表しました。中には、劇やクイズを取り入れた発表も

ありました。発表者には、「感想カード」を使ったたくさんの感想や質問が寄せ

られました。 また、昼休みには、他のグループのポスターにも感想を書きました。 

  

第２部 

グループ別発表会
水辺の「いま」

 

Ａグループ 

①　京都市立静原小学校 静原川SOS  （京都府）
　　「静原のシンボル、静原川の様子を調べたり、
　　環境を守る取組をしたりしています。「私たち
　　の静原川は、楽しい、美しい、いつまでも」」

②　水のかけ橋エコクラブ （滋賀県）
　　「野洲川と遠川川は水と文化で繋がっている
　　～日韓水フォーラム～」

③　京都市立境谷小学校５年　
　　　　　　　　　　　（京都府）
　　「小畑川と寺谷川の水質調査」

④　かわっぱクラブ（永寿小学校
      ふれあいルーム）   （大阪府）
　　「灯ろうのあかりで伝えよう 貝塚の心　近木川龍王伝説」

●コーディネーター：小島 早和さん　●サブ：小林 慧人さん・福本 陽彦さん
●サポーター：仁枝 洋さん

Cグループ 

①　NPO法人 蒲生野考現倶楽部 　　　（滋賀県）
　　「わくわく日野川探険隊による水の命の宝物探し」

②　神谷 知宏　　　　　　　　　　　  （京都府）
　　「泉川などの京都市内小河川の魚類・水質の調査」

③　三田市立武庫小学校　　　　　　　（兵庫県）
　　「ビオトープの再生とビオトープツアー」

④　NPO法人 子ども川とまちのフォーラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都府）
　　「自然の楽しみ方」

⑤　エコアイディアキッズびわ湖（アイキッズ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（滋賀県）
　　「滋賀県の郷土料理作りを通して、
　　　琵琶湖の環境や人の暮らしとのかかわりを感じる」

●コーディネーター：山本 賢樹さん　●サブ：岡田 駿平さん
●サポーター：谷 幸三さん・吉田 静夫さん

Eグループ  

①　宇治市立広野中学校 科学部　 （京都府）
　　「名木川の水質調査を通して、身のまわ
　　りの環境問題を考える」

②　TANAKAMIこども環境クラブ（滋賀県）
　　「田上の生き物＆自然 七不思議」

③　学校法人奈良学園 奈良学園中学校 
　　科学部生物班　　　　　　　   （奈良県）
　　「学校林に生息するニホンアカガエルの
　　生態学的研究」

④　草津市立渋川小学校　　　　   （滋賀県）
　　「渋川の生き物について調べ、ふるさと
　　や自然のすばらしさを伝えよう」

⑤　三浦 悠里　　　　   （兵庫県）
　　「新湊川たんけん」

●コーディネーター：阿部 真璃亜さん　●サブ：深井 亜里沙さん・岩戸 優香さん
●サポーター：大脇 巧己さん・原田 優美さん

Dグループ 

①　れいんぼぅ☆キッズ　　　　　　　（兵庫県）
　　「福田川の生物・環境調べから地球を知ろう」

②　うずらの里児童館　　　　　　　　（京都府）
　　「鴨川上流・下流の水質階級による水生生物」

③　いきものみっけ寺子屋　　　　　　（滋賀県）
　　「田んぼ、水路、川での豊かな生き物との共存、
　　みんなが生きている」

④　子ども海ごみ探偵団　　 （京都府）
　　「海のない京都/亀岡～保津川～
　　から海ごみ問題を考える」

⑤　橿原市立畝傍中学校 科学部（奈良県）
　　「飛鳥川流域の河川生態系の調査研究と再生活動」

●コーディネーター：小牧 直人さん　●サブ：山上 繁政さん
●サポーター：市川 勝己さん・中辻 英克さん

Fグループ  

①　西京極児童館自然探険隊２００４　 （京都府）
　　「遊びたい川とそうでない川」

②　玉一アクアリウム（玉津第一小学校） （兵庫県）
　　「侵略的外来生物の駆除、および多様性を壊す
　　在来生物の駆除」

③　川とあそぼう♪大和川クラブ　       （大阪府）
　　「きれいな大和川であそびたい」

④　ホタルの学校                        （滋賀県）
　　「ホタル今・昔ものがたり」

⑤　木津川川ガキ団（木津川河川レンジャー・
      やましろ里山の会）                 （京都府）
　　「木津川の川ガキたちで、遊び場・山城大橋ワンドを調査したよ！」

●コーディネーター：南部 佳奈さん　●サブ：川村 優太さん
●サポーター：澤井 健二さん・田中 実知世さん

Bグループ 

①　高島市立マキノ東小学校　　　　　　　　（滋賀県）
　　「琵琶湖とつながろう～マキノの水辺とカヌー体験～」

②　石川こども自然隊　　　　　　　　　　　（大阪府）
　　「水辺の生き物“あれっふしぎ”生きるひみつが　
　　いっぱい!!」

③　鴨川探険隊 西山 和治郎　　　　　　　　 （京都府）
　　「『ぼくのかも川さんぽ図かん②』-かも川と高野　
　　川で見られる生き物をくらべてみました-」

④　自然と文化の森協会・猪名川キッズクラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　（兵庫県）
　　「大好き、猪名川・藻川」

⑤　木津川管内河川レンジャー・やましろ里山
　　の会「ミニ親子川の学校」　　（京都府）
　　「木津川の支流・天井川ってどんな川？どんな生き物がいるの？」

●コーディネーター：柳井 拓也さん　●サブ：杉田 由紀さん
●サポーター：福本 吉雄さん・橋本 夏次さん

●①●① ●②●② ●③●③ ●④●④

●①●① ●②●② ●③●③ ●④●④

●⑤●⑤

●①●① ●②●② ●③●③ ●④●④ ●⑤●⑤ ●①●① ●②●② ●③●③ ●④●④ ●⑤●⑤

●①●① ●②●② ●③●③ ●④●④ ●⑤●⑤

●①●① ●②●② ●③●③ ●④●④ ●⑤●⑤

昼休みに感想を入れる子どもたち



   
 

 

●● グループ別交流会 
 
 第３部は、これからの水辺について、第２部の時と同じグループで話し合いました。「どんな水辺が

好きですか？」については、「小さい子が安心して遊べる川」「魚がいっぱいいる川」「洪水のない穏やか

な川」などのたくさんの意見がありました。また、「これからの水辺をどんな水辺にしたいですか？」

について、各コーディネーターの進行のもと話し合い、「文化『たのしい水辺（人と水との関わり）』」、

「環境『豊かな水辺（生き物、水質）』」、「防災『こわい水辺（水害、水難事故）』」のテーマごとに

意見をまとめました。また、まとめた意見をテーマに川の絵をみんなで描きました。 

 

 

● 全体交流会 
 

 第４部では、３部でみんなが描いた川の絵が集まって、桂川、木津川、宇治川の３つの川が京都で合

流するように１つの川になって未来に向かって流れる１枚の川の絵になりました。生き物もたくさんい

て、楽しそうに遊んでいる人もいて、家の近くにこんな水辺があるとすごくいいなぁと感じる川ができ

ました。 

 ファシリテーターの北野大輔さん（若手スタッフリーダー）の進行で、３部のみんなの意見の中から、

文化、環境、防災ごとに１つの理想の水辺を話しあって決めました。その後、その理想の水辺になるた

めに、自分たちに何ができるかについて話し合いました。最後に会長がとりまとめて、「終わりが始まり」

であり、これから一歩踏み出すことが大事であり、今日話しあった内容のように、みんなで水辺をよく

していき、「多くの人に伝える」ことをしていこうと約束しました。 

○ 閉会式では、京都府の板屋理事から閉会のあいさつの後、次回開催地である奈良県の平岡課長からメッ

セージが伝えられ、交流会を閉幕しました。 

第３部・第４部 

グループ別交流会・全体交流会
水辺の「これから」

 

文 化『たのしい水辺』 環 境『豊かな水辺』 防 災『こわい水辺』
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★ 展示で参加された団体のポスターや、絵画コンクール、海外からの作品などの展示を行いました。 

 
  
★ 会場では、宇治茶のいれ方教室、京の名水のきき水体験、木津川の魚やスッポンの展示、表面張力を

使った実験やホタルの写真の展示などが設けられ、たくさんの参加者で賑わいました。 

作作 品 展 示 

体験・交流プログラム 

 

体験交流プログラム 

凡例 

 

その他

文 化

環 境

防 災

○ほんまもん宇治玉露体験 
（公社）京都府茶業会議所 

○京の栄華をささえた淀三十
石船      納所桂川愛護会 

○カヌーは大自然を体験するため

の道具である 日本カヌー普及協会 

○エンジンがなくても進む不思議

な船をつくろう！(株)共立理化学研究所 

○京の名水 きき水体験 
カッパ研究会 

○風向きから雨の降り方を知る～牛乳パ

ック風速計づくり ＮＰＯ法人流域調整室 
○ビオトープを観てみよう！ 

 ＮＰＯ法人ビオトープネットワーク京都 

○鴨川ホタルの写真展 
出町ホタルの会 

○守ろう！琵琶湖の在来魚！ 
 滋賀県大 BASSER’S（バサーズ）  

○中河内での「私の水辺」活動内容の展示 

「私の水辺」大発表会 中河内地域交流会  

○大阪湾見守りネットの紹介 
 大阪湾見守りネット 

○水害ポスター展示 
京都府 

○防災体験・起震車 
京都府 

○水辺のむかし、いま 
国土交通省、近畿各府県等 

○川で遊ぼう！学ぼう！木津川の生き

物たち ＮＰＯ法人やましろ里山の会 



 

  
 
● これからの水辺はどんな水辺にしたいですか？  

グループ毎で考えた意見から、みんなで話し合い、「川で遊びたい」、「自然を守る気持ちがあれ

ば、川はみんなの活動できれいになり、魚もいっぱい住むと思う」、「災害を防ぐにはまず知ること

が大事であり、防災について学べば、安全で楽しく遊べるようにもなる」などの意見もあり、次の３

つの水辺になりました。 

①文化（たのしい水辺）：遊びたくなる川   ②環境（豊かな水辺）：自然を大切に守る水辺

③防災（こわい水辺）：防災について学べる川 

 

● これからの水辺を「遊びたくなる」「自然を大切に守る」「防災について学べる」
水辺にするために自分たちに何ができるかな？  
①文化「遊びたくなる川」：・かぶれやすい草、とがった石などけがのもとを減らそう ・川のそ

ばに親水公園 ・ゴミを捨てない ・イベントを通して遊ぶ楽しさを 

②環境「自然を大切に守る水辺」：・ゴミ拾い ・掃除のボランティアに参加 ・植物を植える ・

外来種を減らす・ごみ箱を増やす・生き物の産卵場を作る ・水質を良くする ・ 森や山を守る ・

ゴミを捨てないでの看板 ・雑草を大切に 

③防災「防災について学べる川」：・防災教室 ・川の周辺に防災ポスター ・体験して恐ろしさを

知る ・天井川を知る ・自分が学んだことを他の人に伝える 

⇒みんなで話しあった内容のように、みんなで水辺を良くしていき、多くの人に伝えよう！ 
 

 
  
● 発表した子どもたちの感想（一部）  

・いろんなグループの発表を聞けて良かった。また、とても勉強になった。 

 ・寸劇が予習になってよかった。みんなで意見を出し合えて楽しかった。 

・みんなで交流ができて、最後に川の絵をかいて楽しかった。 ・発表が言えてよかった 

・みんなで交流意見をまとめることがよかった。 ・友達が作れてよかった。 
       

■■奈良県にて開催予定！■■ 
開催時期・内容等については、近畿「子どもの水辺」交流会実行委員会にて検討中！ 

企画決定後、関係機関のホームページに掲載しますのでご覧ください。                                   

交 流 会 の ま と め 

第９回 近畿「子どもの水辺」交流会（予告） 

■国土交通省 近畿地方整備局 河川部 地域河川課 

 TEL 06-6942-4407 FAX 06-6942-1867 

■福井県 土木部 河川課 

 TEL 0776-20-0480 FAX 0776-20-0696 

■滋賀県 土木交通部 流域政策局 河川・港湾室 

 TEL 077-528-4154  FAX 077-528-4904 

■京都府 建設交通部 河川課 

 TEL 075-414-5287  FAX 075-432-6312 

■大阪府 都市整備部 河川室 河川整備課 

 TEL 06-6944-9293  FAX 06-6949-3129 

■兵庫県 県土整備部 土木局 総合治水課 

 TEL 078-362-9261  FAX 078-362-3942 

お問い合わせ先 

■奈良県 県土マネジメント部 河川課 

 TEL 0742-27-7504 FAX 0742-22-1399 

■和歌山県 県土整備部 河川・下水道局 河川課 

 TEL 073-441-3134 FAX 073-433-2147 

■三重県 県土整備部 河川課 河川計画班 

 TEL 059-224-2682  FAX 059-224-2684 

■公益財団法人 河川財団 近畿事務所 

 TEL 06-6942-2310  FAX 06-6942-2118 

■一般社団法人 近畿建設協会 

 TEL 06-6941-0174  FAX 06-6941-1742 

■大阪市 建設局 下水道河川部 河川課 

 TEL 06-6615-6839  FAX 06-6615-6583 

参 加 者 の 声 


